
   

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マップデータから可変施肥が可能となりました！！ 
ほ場の状況に応じた施肥マップを作成 

リモートセンシングデータを利用した ISO11783-10 形式、 

または空撮画像と GIS ツール★から作成したＫＭＬ形式 
★ＫＭＬファイルが作成可能なＧＩＳツール（2018 年 10 月時点.*印は有償） 
Z-GIS*（JA 全農）、ArcGIS Pro*（ESRI ジャパン）、ArcGIS Earth（ESRI ジャパン）、 
国土地理院電子地図（国土地理院）、Google マップ（Google） 

↓↓↓ 

ＵＳＢメモリから、ナビゲータ部へと入力 
↓↓↓ 

マップ情報に沿って、可変施肥を行います 

 新商品 ＧＰＳナビキャスタ 
小型スパウトタイプ   MGC200PN /300PN /400PN シリーズ 
中型スパウトタイプ   MGC452PN /602PN /1202PN シリーズ 
中型２スピンナータイプ MGC602WN /1202WNシリーズ 
 
 

※本製品は 農業・食品産業技術総合研究機構生物系特定産業技術研究支援センターが実施する「攻めの農林水

産業の実現に向けた革新的技術緊急展開事業（うち産学の英知を結集した革新的な技術体系の確立）」により開

発されました。 

※本製品の可変施肥マップに関する機能には，内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)「次世代農林

水産業創造技術」により開発された技術が使用されています。 

■操作/設定 

 

□電源の入/切操作 
□使用する肥料種（粒種）の設定 
□肥料の散布量の設定 
（施肥マップを使用しない場合） 
□誘導幅の設定 
□肥料散布の開始/停止操作 

 

□電源の入/切操作 
□経路誘導パターンの 

設定 

コントロールボックス操作/設定 
 

 

①ＵＳＢメモリ差し込み 
②電源入れる 
③施肥マップの読み込み 
読み込み画面⇒ほ場データの表

示⇒開始でスタートの文字が出

れば読み込み完了 

ナビゲータ設定 
 

ナビゲータ施肥マップ読み込み 

※写真は KML 形式で作成 

■ＧＰＳナビキャスタの可変施肥システム 

 
 

【ＵＳＢメモリ】 
※付属しておりませんので

ご用意ください 

【ナビゲータ】 

【コントロールボックス】 

【レシーバ】  【アンテナ】 

 

 

 

 

空撮画像 マップの作成 

  

可変施肥の結果一例(２スピンナータイプ) 

施肥結果をＵＳＢに

残せるので、作業

履歴、生育経過の

確認が可能に！ 

MGC1202WN 

MGC300PN 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タ

イ

プ 

型式 

ホッパ 

容量 

 

機体寸法 mm 

全長×全幅×全高 

重量 

kg 

作業速

度 

㎞/時 

散布幅 

ｍ 

毎時 

能力 

ａ/時 

散布量ｋｇ

/10a 
駆動方式 

適応 

トラクター 

kW（PS） 

小
型
ス
パ
ウ
ト 

MGC200PN 200 1500×1650×900 100 

4～10 

粒状 
7～12 

 

砂状 
5～7 

 

粉状 
3.5～5 

粒状 
170～720 

 

砂状 
120～420 

 

粉状 
80～300 

粒状 
5～180 

 

砂状 
10～620 

 

粉状 
30～520 

PTO 駆動 
450～500 

ｒｐｍ 

9.5～22 
(13～30) 

MGC300PN 300 1600×1900×970 105 15～37 
(20～50) 

MGC400PN 400 1650×1950×1250 110 22～44 
(30～60) 

中
型
ス
パ
ウ
ト 

MGC452PN 450 1500×1650×900 200 

4～10 

粒状 
7～12 

 

砂状 
5～7 

粒状 
170～720 

 

砂状 
120～420 

粒状 
5～180 

 

砂状 
10～620 

PTO 駆動 
450～500 

ｒｐｍ 

29.5～51.5 
(40～70) 

MGC602PN 600 1600×1900×970 210 33～59 
(45～80) 

MGC1202PN 1200 1650×1950×1250 225 51.5～88 
(70～120) 

中
型
２
ス
ピ
ン
ナ
ー 

MGC602WN 600 1600×1900×970 245 粒状 
14,18,22 

 

砂状 
8,10 

粒状 
340～
1300 

 

砂状 
190～600 

粒状 
5～180 

 

砂状 
10～550 

PTO 駆動 
500～540 

ｒｐｍ 

33～59 
(45～80) 

MGC1202W
N 1200 1650×1950×1250 260 

51.5～88 
(70～120) 

⁑仕様・画像・イラスト等、予告なく変更する場合があります。 
※散布作業に入る前に肥料の流動性「肥料流動測定値」を計測することが必要です。肥料 20kgを 2回に分けて肥料流動測定器（オプション部品）に 

投入し、コントロールボックスによって肥料流動測定値を算出します。これはＧＰＳナビキャスタの高精度施肥の基となります。 

※全高寸法及び重量はスタンドを含んでいません。 ※散布幅は肥料の性状により変わります。 

※小型スパウトタイプには日農工ヒッチ、日農工特４Ｐヒッチ、メーカーヒッチタイプ、中型 450/600タイプには日農工Ｌヒッチタイプがあります。 

☆ 2019.1 作成 C 

■ＧＰＳ車速連動 + 経路誘導で散布を制御 

 ◎ＧＰＳ速度情報に連動し、適正な散布量になるようシャッタが自動開閉します。 

◎経路誘導は２パターンより選択可能。 
 

【 隣接散布パターン 】             【 外周作業後内工程作業 】 

              
 
◎肥料がなくなって作業を中断する場合、中断した位置を記憶。 

 再びそこまでの誘導を行う「ブレークリターンシステム」を設けています。 

 

一本目の走行ラインを記憶し

て、外周散布後に内工程を自

動均等割（無効可）し目標ラ

インへ誘導します。 

外周へさしかかった時やバッ

ク走行時はシャッターが自動

で閉まります。 

設定した誘導幅へ

ガイドします。 

 

◎経路誘導はシンプルでわかりやすく、視認性に優れた VFD表示器を採用。 

■経路誘導 

            
目標ラインとトラクタ

は同位置。 

緑色 LEDが点灯。 

大きくずれ、目標ラインから外れ

ると、赤色ＬＥＤ３つが目標ライ

ン方向にスクロール点滅します。 

±50 ㎝以上になると

赤色 LEDが点灯。 
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